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 このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８条第１項に

基づき、次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告します。 

 

１ 会 議 名  可茂特別支援学校 学校運営協議会 （第３回） 

 

２ 開催日時  令和６年２月２１日（水） ９：２０～１１：２０ 

 

３ 開催場所  可茂特別支援学校 東棟会議室 

 

４ 参 加 者  会  長  板津 幹彦  ＮＰＯ法人プラス・ワン理事 

                副 会 長    板倉 寿明  愛知淑徳大学非常勤講師 

委  員  若尾 真理    可児市こども発達支援センターくれよん所長 

                        三好 正司    元公立学校教頭 

              蔵澄 寿磨子 御嵩町あゆみ館施設長 

                            丸山  隆    牧野区長（欠席） 

              板津 厚子  ＰＴＡ会長 

              学 校 側    髙井 繁喜    校長 

                         村橋  弘  事務部長 

                            村橋 昌則    教頭 

              河原 春恵  教頭（欠席） 

              久保 幸世  小学部主事 

              大宮  薫  中学部主事 

              八束 功子  高等部主事 

              片山 麻紀  教務部長 

              亀谷 真也  支援センター部長 

              三好 宗治  生徒指導部長 

              中島 啓介  研修部長 

              春見 明子  ICT教育推進部長 

              金岡 賢行  健康安全部長 

              鈴木 祐史  防災環境部長 

              北  直樹  進路指導部長 

              小島 富美  渉外部長  

                                                    

 

５ 会議の概要（協議事項） 

 （１）令和５年度の自己評価・学校関係者評価について 

   ○第２回学校運営協議会の学校評価の議題で、委員の方から頂いた貴重なご意見や助言をも  

    とに、後期の学校運営を進めてきた。その取組の成果と課題について説明する。 

   意見１：時代の変化に対応した実践の場が設定されており、生き生きとした生徒の様子が見

られた。 

       ⇒喫茶サービスではコミュニケーション能力を高めることが目的である。その結果

現場実習では、コミュニケーションの面での評価が以前よりも高くなっている。 

意見２：私の会社においても可茂特別支援学校の卒業生が頑張っている。 



意見３：一生懸命取り組まれていることが、生徒からも職員からも感じられた。 

   意見４：働き方改革については、時間の確保や子育てをする女性職員への配慮等、やりくり

が大変ではないか。また、男性の育児休業の取得についてはどうか。 

       ⇒来年度、男性職員も育児休業を複数名が希望している。また、子育てに係る部分

休業取得も複数名希望している。今の時代、育児休業等当たり前のように取得で

きることが大事である。その目的や変化について理解していくことが必要である。 

   意見５：可児市こども発達支援センターでは、職員不足が深刻である。障がいのある子を預 

けたいという親はいるが、人手が足りない状況である。職員が疲弊しないためにも  

今後人材確保が大事になってくる。その中で、労働環境を含めた働き方改革を推進 

していかなければならない。 

   意見６：喫茶を利用したが集客力がある。学校祭でも多くの方が来校されていた。地域の方

と接することにより、よい緊張感の中で学ぶことができている。これにより、教育

効果があることを先生方が理解しておくことが大切である。 

   意見７：評価については、数値で出てこないので難しい。この評価に客観性を持たせていく 

ことが大切である。 

   意見８：学校教育目標に向け計画的に実施しており評価できる。 

   意見９：小学部で大切にしている「身体を動かすこと」は、今後も重点的に取組んでほしい。 

提案として、はだしの教育を取り入れてほしい。 

⇒学習場面に応じて取組みたい。 

   意見 10：災害時、避難所があっても、児童生徒は新しい場所には慣れにくいと思われる。定 

期的に避難訓練等で経験していく必要がある。 

   意見 11：福祉避難所については、安否確認に時間がかかるため、保護者同士のつながりを大 

切にする必要がある。今年度、保護者同士がつながるＰＴＡ活動を設定できたので 

来年度も実施したい。 

⇒次年度、美濃加茂市と合同で避難訓練を実施する予定である。 

   意見 11：子どもが高等部に在籍しているが、小中高それぞれの年代で成長しており、先生方 

の日頃の指導に感謝している。また、地元の中学校から入学した生徒が、高等部で  

成長する姿を見て中学校の先生方も喜んでいる。サッカーで全国大会出場を目指し 

ていることも、地元の子どもたちのあこがれとなっている。 

⇒引き続き、児童生徒が自己肯定感と自信をもてるよう指導していきたい。 

   意見 12：外部講師を招いた学習について、保護者にもどのような学習をしたかの情報提供や 

一緒に学ぶ場を設定してほしい。 

⇒オンライン等を活用して、保護者にも知っていただくように取組みたい。家庭で 

 も話題にしていただくことにより知識の定着を図りたい。 

 

 （２）令和６年度作業製品（喫茶サービス・食品加工）の販売価格について 

   ○喫茶を４月から営業するため、今回の協議会で提案した。 

原材料の価格高騰も考慮して、今年度の価格と同様で販売したい。 

意見１：本日モーニングをいただいた。デザートに卵を使うが価格に問題はないか。 

⇒原材料費を割っているものはない。生徒の学習のため、多くのお客様に来ていた 

だき喜んでいただける価格にしている。 

  

 （３）令和６年度年間行事予定について 

   ○７月末から８月５日迄、岐阜県の各地で全国高等学校総合文化祭が開催される。 

   ○働き方改革の一環で８月に閉庁日を設定している。 

 



６ 会議のまとめ 

  第３回学校運営協議会では、令和５年度の学校運営の成果と課題について、委員の忌憚のない 

 ご意見をいただくことができた。 

  児童生徒の成長を促すためには、学校、保護者、地域が連携して見守っていくことが重要であ 

ることが確認できた。今回の第３回学校運営協議会での意見を、来年度の「情報発信」「地域交 

流」につなげていく。また、今後も感染症対策をしっかり行い、教育活動を止めないように留意 

したい。 


